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次の文章の誤っている語句を訂正し、正しい文章にしてください。

※赤シートで答えを隠して、正しい語句に訂正しましょう。
法令ェック問題①：間違いさがし

重油の指定数量は 4,000 リットルである。 重油の指定数量は 4,000 リットルである。9 9

灯油、軽油の指定数量は 2,000 リットルである。 灯油、軽油の指定数量は 2,000 リットルである。8 8

メチルアルコールの指定数量は 200 リットルである。 メチルアルコールの指定数量は 200 リットルである。7 7

アセトンの指定数量は 200 リットルである。 アセトンの指定数量は 200 リットルである。6 6

ガソリンの指定数量は 50リットルである。 ガソリンの指定数量は 50リットルである。5 5

ガソリン、クレオソート油は第 1石油類。灯油、アセトンは第 2石
油類。重油、ギヤー油は第 3石油類。シリンダー油、アマニ油は第
4石油類に該当する。 

ガソリン、クレオソート油は第 1石油類。灯油、アセトンは第 2石

油類。重油、ギヤー油は第 3石油類。シリンダー油、アマニ油は第

4石油類に該当する。

4 4

第 1類は酸化性液体、第 2類は引火性固体、第 3類は自己反応性物
質及び禁水性物質、第 4類は可燃性液体、第 5類は自然発火性物質、
第 6類は酸化性固体である。 

第 1 類は酸化性液体、第 2類は引火性固体、第 3類は自己反応性物

質及び禁水性物質、第 4類は可燃性液体、第 5類は自然発火性物質、
第 6類は酸化性固体である。

3 3

法別表第 1に掲げられた危険物は、いずれも 1気圧・常温（20℃）
において気体または液体である。 

法別表第 1に掲げられた危険物は、いずれも 1気圧・常温（20℃）
において気体または液体である。

2 2

危険物とは、法別表第 1の品名欄に掲げられている物品で、同表に
定める区分に応じ同表の性質欄に掲げる性状を有するものまたは市
町村条例で定められた物品のことをいう。 

危険物とは、法別表第 1の品名欄に掲げられている物品で、同表に
定める区分に応じ同表の性質欄に掲げる性状を有するものまたは市
町村条例で定められた物品のことをいう。

1 1

市町村条例では指定数量未満の危険物の
貯蔵・取扱いの基準を定めています

第1石油類の非水溶性液体

第1石油類の水溶性液体

アルコール類

クレオソート油は第3石油類

固体

固体

液体

可燃性

引火性

自然発火性

自己反応性

アセトンは第1石油類

ギヤー油は第4石油類 アマニ油は動植物油類

第2石油類の非水溶性液体 1,000

第3石油類の非水溶性液体 2,000

200

400

400

基礎知識をインプット1～4日目

過去問で合格力を養成！5日目

模擬試験6・7日目

本書は、これから乙種第4類危険物取扱者試験を受験する皆さんが、短期間

で効率よく合格する実力を身につけるための本です。7日間で完成するように

構成していますが、早ければ3日間、じっくり取り組むなら10日間かけて

学習してもかまいません。自分のペースで楽しく学習しましょう。

第 1類は酸化性液体類は酸化性液体、第 2類は引火性固体、第 3類は自己反応性類は自己反応性物3

固体固体
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重要度 ★★★

ポポイインントト攻攻略略ポイント攻略
楽楽ちちんん楽ちん

類別 性質 性質の説明

第 1類 酸化性固体
4 4

物質を強く酸
さ ん か

化させる性質をもち、可
かねんぶつ

燃物と混
ま

ぜ
て熱や衝

しょうげき

撃を加えると、激
はげ

しい燃
ねんしょう

焼を起こさせ
る固体。

第2類 可燃性固体
4 4

火をつけると、簡単に燃えはじめる固体。または、
比較的低温（40℃未満）で引

い ん か

火してしまう固体。

第3類 自然発火性物質
及び禁水性物質

空気や水に触
ふ

れると自然に発
は っ か

火したり、可
かねんせい

燃性ガ
スを発生する物質（固体

4 4

または液体
4 4

）。

第4類 引火性液体
4 4

引火性のある液体。ガソリンや灯
とうゆ

油など。

第5類 自己反応性物質 加
かねつ

熱などによる分
ぶんかいはんのう

解反応によって、多量の熱を発
生したり、爆発的に反応が進行する物質（固体

4 4

ま
たは液体

4 4

）。

第6類 酸化性液体
4 4

物質を強く酸化させる性質をもち、他の可燃物と
混ぜることで燃焼を促

そくしん

進させる液体。

第1類は［ 酸
さん

化
か

性
せい

固
こ

体
たい

］である。

第2類は［ 可
か

燃
ねん

性
せい

固
こ

体
たい

 ］である。

第3類は［ 自
し

然
ぜん

発
はっ

火
か

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

］及び［ 禁
きん

水
すい

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

］である。

第4類は［ 引
いん

火
か

性
せい

液
えき

体
たい

 ］である。

第5類は［ 自
じ

己
こ

反
はん

応
のう

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

 ］である。

第6類は［ 酸
さん

化
か

性
せい

液
えき

体
たい

］である。

危険物はすべて常温で［ 固体 ］または［ 液体 ］である。

◆危険物の分類

11
危険物とは①

危険物を分類すると…危険物を分類すると…

第4類 引火性液体
いん か せい えき たい

液体

第5類 自己反応性物質
じ こ はん のう せい ぶっ しつ

自己反応

液体 固体

第6類 酸化性液体
さん か せい えき たい

可燃物

酸化

液体

可燃物

酸化

固体
第1類 酸化性固体

さん か せい こ たい

固体

たい

第2類 可燃性固体
か ねん せい こ

空気・水

液体 固体

第3類 自然発火性物質

　　　 及び禁水性物質

し ぜん はっ か せい ぶっ

きん すい せい ぶっ しつ

しつ

燃焼を促進する固体 燃えやすい固体 空気や水に触れると燃える

石油・アルコールなど 少しの加熱で爆発 燃焼を促進する液体

まずは、危険物とはなにか？というお話からはじめましょう。

一口に「キケン」といっても、いろいろありますよね？　そのな
かでも、ここでいう危険物は、消防法という法律の「別表第一」
という表に定められている物品のことをいいます。

ゆっくりでいいですよ。6種類の危険物は、みんな常温（約20℃）
で固体または液体で、気体は含まれません。たとえばプロパンや
液化天然ガスは常温で気体なので、消防法の危険物には含まれま
せん。

表の中身については、あとでまた説明しますね。この表は、危険
物を第1類から第6類の 6種類に分類しています（左ページの表
参照）。この 6種類の分類はかならず覚えてください。

「危険物」というくらいだから、キケンなモノなんでしょう？

べべ、ベッピョウダイイチ？

うわあ、暗記はニガテだなあ。

わかりやすい解説
各節は原則として見開

き2ページで構成。わ

かりやすい文章と図解

で解説しています。

重要度
各節の重要度を3段階

に分類。

チェック問題
内容の理解度をクイズ形式でチェッ
ク。試験直前の復習にも使えます。

赤シート

試験に出る重要項目を基礎から学習します。要点をまとめた「楽ちん！ポイン

ト攻略」で必要な知識をおさえましょう。

実際に出題された問題をもとにした実力養成問題で、知識を補い、合格に必要

な実力を身につけます。

実際の試験と同じ形式の模擬試験を2回

分用意しました。正解できない問題につ

いては、1～5日目に戻って復習しましょ

う。

類別

第 1類

第 2類

◆◆

179179

実
力
養
成
問
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試
験
で
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こ
う
出
る

５
日
目

178178

5 日目

解    説

11 危険物に関する法令①危険物に関する法令①
　法令の条文の全部に目を通すことはできませんし、本書もポイント
を絞って解説しているので、試験本番では知らない法令の規定が出題
される場合もあります。そんな場合でも、「誤っているものはどれか」
という問題であれば、確実に誤っている選択肢が1つわかれば正解で
きます。条文の細かい部分まで、すべて知っておく必要はありません。
　本問を解くために確実に覚えておくべきポイントは「危険物は
1気圧、20℃で固体または液体である」ということです。気体はあ
りません。液化石油ガス（LPG）は、プロパンなどの気体燃料を冷却
して液化したもので、1気圧・20℃の状態では気体になるため、危
険物には該当しません。
 正解 4

　第 5類の危険物は自己反応性物質で、主な物品には有機過酸化物
や硝酸エステル類などがあります。自然発火性物質は第 3類の危険
物です。
　第 1類から第 6類までの危険物の性質はかならず覚えましょう。

 正解 4

　第 4類危険物の品名（特殊引火物、第 1石油類、アルコール類、
第2石油類、第3石油類、第4石油類、動植物油類）はかならず覚
えましょう。「引火性固体」は第 2類の危険物です。
 正解 4

問
2

問
3

問
1

法令上、危険物に関する記述について、誤っているものは次のうちど

れか。

1  危険物とは、法別表第 1の品名欄に掲げる物品で、同表に定める区
分に応じ同表の性質欄に掲げる性状を有するものをいう。

2  危険物は、第 1類から第 6類までの 6つの類に区分されている。
3  危険物には、可燃性の物品だけでなく、不燃性の物品も含まれている。
4  液化石油ガスは危険物に該当する。
5  政令で定める試験において政令で定める性状を示さない物質は、危
険物に該当しない。

法別表第 1に掲げる危険物の類別、性質及び品名の組合せとして、

誤っているものは次のうちどれか。

 

法別表第 1に掲げる第 4類の危険物の品名に該当しないものは、次の

うちどれか。

1 特殊引火物　　　　 2 第 1石油類　　　
3 アルコール類　　　 4 引火性固体　　　
5 動植物油類

問
1

問
2

問
3

類別 性質 品名

1 第 1類 酸化性固体 過塩素酸塩類

2 第 2類 可燃性固体 マグネシウム

3 第 4類 引火性液体 アルコール類

4 第 5類 自然発火性物質 カリウム

5 第 6類 酸化性液体 過酸化水素

類別 性質 品名
第1類 酸化性固体 塩素酸塩類、過塩素酸塩類など
第2類 可燃性固体 赤りん、硫黄、マグネシウムなど

第3類
自然発火性物質
及び禁水性物質

カリウム、ナトリウム、黄りんなど

第4類 引火性液体
特殊引火物、第 1石油類、アルコール類
など

第5類 自己反応性物質 有機過酸化物、硝酸エステル類など
第6類 酸化性液体 過酸化水素、硝酸など

250250

模擬試験（第1回）
【試験時間120分】

※解答と解説は 262ページにあります。

危険物に関する法令

問 1　法別表第 1に定める第 4類危険物の品名について、誤っているものは次

のうちどれか。

1.  二硫化炭素は特殊引火物に該当する。
2.  アセトンは第 1石油類に該当する。
3.  軽油は第 2石油類に該当する。
4.  重油は、第 3石油類に該当する。
5.  クレオソート油は、第 4石油類に該当する。

問 2　法令上、製造所等に関して、市町村長等の認可を受けなければならない

のは次のうちどれか。

1. 危険物保安監督者を定めたとき。
2.  危険物施設保安員を定めたとき。
3.  危険物保安統括管理者を定めたとき。
4.  予防規程を定めたとき。
5.  保安検査の実施者を定めたとき。

問 3　法令上、品名の異なる危険物 A、B、Cを同一場所で貯蔵する場合の指

定数量の倍数を求める計算式として、正しいものは次のうちどれか。

1. 
A の貯蔵量＋Bの貯蔵量＋Cの貯蔵量

Aの指定数量＋Bの指定数量＋Cの指定数量

楽ちん！
ポイント攻略
重要項目を効率

よくインプット。

赤シートに対応

しているので、

暗記にも役立ち

ます。


